


 １ 区の個人情報保護と公文書管理について
かわごえ　公文書管理条例の制定と、専門家の関わりは？
区長　令和5年度中にアーキビストなどの専門家からな
る準備委員会を設置し、令和6年度の条例施行へ進める。
かわごえ　昭和60年に発行された区史の電子化を！
総務部長　昭和 60年に発行した区史の電子化について
は他の歴史的公文書の状況を鑑みて電子化を進める。
かわごえ　区制80周年で作成した区史デジタル版の更

新と、今後の区制100周年に向けた地域情報の収集と管理を計画的に行うべき。
総務部長　区制 80周年で作成したデジタル版区史の更新は総務課で行ってい
るが、令和5年度からは区制100周年に向けて、アーキビストなどの専門家の
意見も聞きながら、更新情報の検証や地域情報の収集、管理方法などを検討する。
その他：個人情報保護法改正と匿名加工情報について、SNS等の扱いについてなど

２ 将来を見据えた立石のまちづくりについて
かわごえ　立石駅北口再開発事業の今後の予定は？
街づくり担当部長　土地及び建物の明渡しを8月とし、準備工程を並行して進
め、明渡し及び調査などが終了後、建物の解体や整地工事を行う。その後、令
和 6年 6月に建築工事に着手し、令和 10年 10月に事業が完了する予定だ。
かわごえ　京成押上線の高架化工事が進むが、高架下の活用の検討状況は？
都市整備部長　高架下用地で、都及び区が利用できる部分は面積の15%であり、
公共用に限られる。地域の意見を伺いながら、機を逸しないよう検討を進める。
かわごえ　立石再開発後のバス路線の検討をどのように進めるのか。特に現在
の区役所前経由の路線や、周辺の路線の検証をすべきだ。
区長　京成連続立体交差事業により、バスの定時性・速達性の向上が見込まれ、
路線の再編など、バス事業者と検討を進める。現在の「区役所」バス停は周辺
住民も使用しており、現庁舎敷地活用の検討を踏まえ、バス事業者と協議を行う。
かわごえ　記録・記憶の継承のため、立石駅の図面や地区内の地図の保存、商
店の看板や、踏切の警報機などをモニュメントとして保存の検討を！
教育次長　立石駅の図面や地区内の地図などは、関係部署の協力を得ながら、
文化的価値や所有者の意向などを確認し、保存や活用について検討する。
かわごえ　立石の街の思い出作りの企画やイベントへの支援を！
教育次長　思い出づくりの企画やイベントへの支援については、他部署や地域
団体などの取り組み状況を確認したうえで、必要性を検討し対応する。
他：立石のグランドデザイン、再開発中・後の商店振興、自治町会のあり方など

３ 誰一人取り残さない「くらしのまるごと支援」体制について
かわごえ　「くらしのまるごと支援体制」は、制度の狭間に陥りがちな課題を抱
えた当事者や、家族など「ケアをする側」への支援の入り口として期待する。
区長　令和5年 4月に、福祉部にくらしのまるごと相談課を新設し、様々な課
題を抱える世帯からの相談を総合的に受け、アウトリーチ支援、伴走支援、関
係機関や支援団体と協働した多機関連携支援を実施する。中高年のひきこもり、
ヤングケラー、ダブルケアなど、様々な相談を想定し、世帯を包括的に支援する。
かわごえ　区として「ケアをする側」を支援する方針を明らかにするために、
ケアラー支援やくらしのまるごと支援を位置づける条例の制定を検討すべきだ。
区長　条例の制定について、より効果的な事業となるよう検討を進める。
かわごえ　ソーシャルワークを担いあえる地域、声を上げやすい、声をかけや
すい地域社会へ、地域活動と連携・協働して社会へつなげる支援が重要だ。
福祉部長　地域のボランティアグループや支援団体との連携協働を進め、団体
の育成や活動支援の構築も検討を行い、地域の社会資源の基盤づくりを進める。
他：インテークアセスメントの強化、法律の専門家・心理専門職の配置など

４ 子どもの権利と子ども・子育て・若者支援体制について
かわごえ　子どもの権利条例制定の方向性を伺う。
区長　本年10月に、児童福祉審議会の権利擁護部会を設置する。条例では子ど
もの権利条約に基づく子どもの権利を定め、区や区民等の責務や権利保障につ
いて規定し、子どもに関する取り組みの推進や相談及び救済の規定を盛り込む。
かわごえ　若者支援について、ひきこもりやアンダークラスに陥るなど、若者
の課題への支援体制を明確にし、次期計画に位置づけるべきだ。
子育て支援部長　社会的な課題の若者支援、ひきこもり状態や、不安定な就労
など、いわゆるアンダークラスの状態に陥る若者への支援は、新設する子ども・
子育て計画担当課を支援窓口とする。 また、次の子ども・若者計画においても、
若者独自の課題を明確し、子ども・若者支援地域協議会の意見を伺い策定する。
かわごえ　ヤングケアラーなど複合的な要因において起きる課題に対して、子
育て支援部だけでなく、様々な部署との連携が必要だ。

子育て支援部長　ヤングケアラーなど複合的な子どもの課題は「くらしのまる
ごと支援体制」を活用しながら、子育て支援部と学校、他機関との情報を共有し、
子ども本人への支援と家庭全体への支援を関係部と一体となって包括的に行う。
かわごえ　父親支援へコミュニティ育成やピアサポートなど支援体制の整備を！
子育て支援部長　安心して出産・子育てできる環境づくりには母親支援のみで
なく父親支援も重要だ。同じような環境の父親同士の自発的な集まりやコミュ
ニティづくりを支援するなど、子育て中の父親支援について幅広く検討する。
他：認証保育所の不正受給について、児童相談所移管に伴う監査体制についてなど

５ 誰一人取り残さない学びのための教育環境整備について
かわごえ　子ども読書活動を支援するため、子ども読書推進計画を定めるべき。
教育長　図書館運営の実務的な指針を盛り込んだ「区立図書館の基本的な考え
方」の改定を検討し、その中に「子ども読書活動推進計画」の要素も取り入れる。
かわごえ　学校図書館機能・学校司書（学習センター）の活用の方向性を示せ。
学校教育担当部長　学習センターは学校ごとに取り組みに差があり、充実・活
用を示したガイドラインにおいて具体的に定め、学習センターの活用を推進する。
かわごえ　不登校支援への教育委員会の基本的な考えを示し、学校との共有を！
学校教育担当部長　不登校は多様な要因や背景があり問題行動と判断してはな
らない。「不登校児童・生徒支援スタンダード」を築定し、学校が不登校児童・
生徒に寄り添いアセスメントに基づく支援を行うため、学校への周知をはかる。
かわごえ　適応指導教室や、各校の校内適応教室の名称を変更してはどうか。
学校教育担当部長　現在、学校ごとに親しみやすい名称を工夫しているが、国
の動向などを踏まえ、適応指導教室や校内適応教室の名称変更の検討をする。
かわごえ　日本語指導が必要な児童・生徒が一部の地域に集中する状況も生じ
ている。「にほんごステップアップ教室」など拡充・増設を進めるべきだ。　
教育長　日本語指導が必要な児童・生徒が多い新小岩地域において、新た
に「にほんごステップアップ教室」の開室を検討する。
かわごえ　子どもの権利条例化を踏まえ、学校毎の校則の検討状況を示すべき。
教育長　生徒指導提要の改定を受け、令和5年 4月から校則のホームページで
の掲載を指示した。児童生徒の意見を踏まえた校則の見直しを働きかける。
かわごえ　学校給食の無償化にともない、アレルギーやハラル食、不登校など
学校給食周辺の課題について、当事者に丁寧に対応するべき。
教育次長　アレルギーや宗教食への対応は各学校の状況を踏まえ、個別に対応
し、不登校の児童・生徒も登校の際には安心して給食をとれるよう徹底する。
かわごえ　開かれた学校に向け、コミュニティスクール導入の検討を。
学校教育担当部長　学校のコミュニティスクール化は、課題を整理し検討する。
かわごえ　地域の課題を解決するための学び合いとして、講義形式のみでなく、
ゼミナール形式での「区民大学ゼミ」などを導入してはどうか。
教育次長　講座内容に応じ、ゼミナール方式も含め効果的な方法を検討する。
かわごえ　柴又の文化的景観は、都市整備や観光、 地域振興など多岐にわたる
課題が山積している。重要文化的景観事務局機能の強化、体制整備が必要だ。
教育次長　令和5年度から、生涯学習課内に専担の係を設ける。今後、新たな
組織を中心に庁内、関係機関との連携を深め、更なる推進に努める。
他：わくわくチャレンジ広場・学童保育クラブの環境整備、文化財保護など

６ 環境政策について
かわごえ　 二地域での地域間連携が示されたが、地域循環共生圏の効果は？
区長　地域循環共生圏は環境・社会・経済の分野を含めた持続可能な地域づく
りで重要である。新潟県五泉市と秋田県鹿角市の森林を整備でカーボン・オフ
セットを行う。ゼロエミッションかつしかの実現に向けた取り組みの一つとなる。
かわごえ　「気候市民会議」を参考にし、区民の意見を取り入れるべきだ。
環境部長　気候市民会議は市民の負担や、審議会などとの役割分担、提言を実
現する上でのプロセスにも課題がある。区民の意見を取り入れることは重要で
あり、先進事例などを参考にしながら、より効果的に取り組みを推進する。
かわごえ　ビオトープとして整備された公園が放置されているが、再整備を！
交通・都市施設担当部長　「葛飾あらかわ水辺公園」は地域まちづくりや環境団体
とワークショップを進め、管理運営面も含め検討する。「青戸南自然の広場」の
再整備は持続可能な管理体制の整備に向けて、庁内関係部署と連携して取り組む。
かわごえ　小合溜でのボート計画は、環境面への配慮、試行した上で丁寧に実
施すべき。水元公園の自然を生かした環境ガイドなどエコツーリズムの検討を。
産業観光部長　ボートは今年度検証のため、水元小合溜の「水辺ふれあいゾーン」
エリアで実施する。土日など 20日間程度の短期間での実施を予定し、自然環
境団体などと丁寧な調整を図りながら進める。水元公園における環境ガイドな
どエコツーリズムの可能性について、関係部と連携を図り、水元公園の自然環
境団体などと意見交換し、検討する。他：鎌倉野草園の希少種の管理方針など
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